
個が生きる劇づくり

一低学年組「おおかみと7ひきのこやぎ」の実践を通して一

木　村　敦　子

1.はじめに

本学級では「生活力のある児童」を育成することをねらっている。そのためには学習活動の中に

①　児童一人一人の実態に合った表現活動ができる場(表現)

②　いろいろな人とかかわり合いながら表現活動ができる場(かかわり)

③　自分のしたことを振り返ったり再現したりできる場(評価)

といった場が設定されていることが必要であると考えられる。

そこで,劇づくりの学習では,一人一人の表現する意欲を高め,表現力を伸ばしていけるよう,

児童の実態を次のように捉えて学習活動を構成している。

表

現

○ どのように表現できるか。 (表現の内容, 発達段階, 表現の手段)

○ どのような表現活動 (話す, 歌 う, 身体表現, 操作) に興味があるか。

○最も表現 しやすい方法は どのよ うな ものであるか。

○興味 ・関心があ り, 表現の手がか りになるものは何であるか。

か

か 〇 日分のまわ りにいる人 とどの ように コ ミュニケーシ ョンを もつ ことができるか。

わ

り

○最 も安定 した人間関係が もてるのは, 誰であるか。

評

価

〇 日分の活動や行動をイ メージできるか ど うか。

○活動や行動をイメージした り, 振 り返 るための手がか りとなるものは何であるか。

○ どのように活動を振 り返ることがで きるか。 (話す, 書 く, 描 く, 再現す る。)

2.指導事例「おおかみと7ひきのこやぎ」

(1)題材について

本題材は,総合学習「クリスマス会」(平成3年度研究紀要参照)の中の学習活動として展開し

た。劇の題材を選択するにあたっては,

①　児童一人一人がそれぞれの段階に応じて理解しやすい内容であること

②　児童の興味・関心のもてる活動が設定できること

③　児童の個性を生かせる配役ができること

(り　なるべく観る側も内容を知っていること

といった4つの観点から考えた。題材「おおかみと7ひきのこやぎ」は,本学級で行っている「お

はなし(合同国語)」の時間にもとりあげ,劇づくりにはいる前に親しんでいた物語である。本題

材では,児童が楽しみながら活動でき,児童相互のかかわりが持てるよう配慮し,児童の実態に合

わせて,内容を変更して扱った。(図-1)

(2)児童の実態

本題材の内容に関する児童の実態と課題は次のようである。
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表-1児童の実態と課題

児童
実　　　　　　　　　　　　　　　　 態

課　　　 題理　　　 解 表　　　　 現 か　 か　 わ　 り 興味 ・関心

①

登場人物の名前がわ 指さしをした り, 動作 友達の動きを見て, 自 時計の数字を見た り, 自分の役がわか り,
かる。 で要求を表わすことが 分の動きがわかる。 文字を書くことに輿 友達 とのかかわ りの
動作をあらわすこと できる。 自分の方か らかかわっ 味をもっている。 中で演技することが
ばがわか り動くこと
ができる。

ていくこともある。 できる。

③

登場人物の名前がわ 自分のしたことやでき 学級全員の友達に関心 自転車や車が好き。 自分の役がわか り,
かる。 ごとについて文で表現 をもっている。児(彰と 商品についている会 吾鮎 架宕空呈禁空
大まかな場面のあら することができる。 一緒だ と, 安定 して活 社のマークに興味を
筋がわかる。 動できる。 もっている。

テ レビの主題歌をよ
く歌 う。

きる。

③

登場人物の名前がわ 発音は不明瞭てげある 学級全員の友達に関心 音楽が好きで, いろ 寮粟…払 拭
かる。 が, 自分のしたことを をもっている。 自分か いろな歌を覚えて歌
あら筋や場面の情況 単語で話す ことができ らかかわろうとする。 う。
がオっかる。 る。

音楽の リズムにのった
表現ができる。

することができる。

@

登場人物をあら筋に 自分のしたことや, で 上学年であるという意 変身するテレビ番組. 場面をとらえて, 友
そってあげることが きごとについて二語文 慧雷撃呈二蒜葛苦竺蒜 が好き。 鮎 架宕空呈禁賀宴
できる。場面の情況 で話すことができる。 「強い」イメーシの
がわかる。 情況を動作で表現でき

る。
だ と, 活動にはい りや
すい。

あるものを好む。 る。

⑤

絵本や紙 しはいを見 わか ったこと, これか 学級の友達に関心を持 変身するテレビ番組 自分の役がわか り,
て, 知っている物の らすることを単語で言 ち始めている。児(彰の 雲竪嘉言論警官訂 友達 とのかかわ りの
名前を言うことがで うことができる。二語 ことは意識 して一緒に 中で演技することが
きる。 文で要求できる。 動ける。 る。 できる。

(◎

絵本や紙 しはいを見 二語文で要求を言 うこ 動作の模倣など, 活動 音楽が好きで, 歌詞 自分の役がわか り,
て, 知っている物の とができる。音楽に合 中は, 友達の動 きを見 のある歌だけでなく, 友達 とのかかわ りの
名前を言うことがで わせた リズムうちや身 ている。かかわ りは大 メロディーだけも覚 中てj寅技することが
きる。 体表現ができる。 人が中心である。 えて歌 う。 できる。

(3)指導目標

①　劇の中ですすんで表現しようとする意欲を育てる。

②　道具や音楽を手がかりに自分の役割を演じることができるようにさせる。

(4)指導内容と計画

歌

(5)指導の実際

①　第一次　物語の学習

本題材では物語の内容を児童が演じやすいよう

に変更しているため,自作の紙芝居と絵本づくり

によって内容の学習をすすめていった。絵本は物

語の展開にしたがって登場人物を選ぶ,絵の中に

貼る,書き込むといった操作をすることによって

(写真1)完成できるようにした。また,「とん

とんとん」といった擬音と戸をたたく動作,「隠

れる」といった言葉と隠れる動作や隠れた状態な

ど,紙芝居や絵本をつくっていく中ででてきた言
写真1　絵本づくり
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某と実際の動作や状態が結びついていくように動作化も取り入れて行った。

②　第二次　劇化の学習

物語の学習の動作化を次第に多くしてい

き,場面を設定(ドアをはさんで家の中と

外)したり小道具を使用して劇化の学習へ

と移行した。劇づくりをするにあたっては,

物語の学習中に物語の筋を理解して児童の

方から出てきた言葉,あるいは日常的によ

く使用し児童が話しやすい言葉をそのまま

台詞として取り入れていった。

さらに一人一人の児童が十分に表現でき

るようにするためには,舞台の大道具,操
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作をするための小道具,音楽などが重要に

なってくる。大道具は,おおかみがノック

できるようにカスタネットをとりつけたドア,中を

くぐりぬけることができる(隠れることができる)

暖炉,後ろに隠れることができる時計,演技の場所

がわかるようベンチを置いた。また,それぞれの役

になりきって意欲的に表現活動に取り組めるように,

帽子(おおかみややぎの耳のついたもの)・衣装な

ど身に着けるもの(写真3参照),小道具を操作す

ることによって演技ができるように,おかあさんや

図-1　物語のあら筋

写真2　操作できる小道具

ぎが取りにいって出かける買物かご,こやぎが文字盤を作る未完成の時計(写真2参照),こやぎ

がドアにかける鍵,こやぎが配って食べるおやつのほいった皿・コップ,おおかみがのむ大きな薬

ぴんなどを準備した。使用した音楽は,歌うこと踊ることそのものが表現となっていけるもの

(「チャチャチャはすはらしい」「ジェットマン」「ぶんてけてって」),表現の手がかりとなるもの

(時計をつくる音楽,買物に出かける音楽,

おおかみが登場する音楽,おおかみが化ける

音楽)である。

配役は,表-1の児童の実態(興味・関心,

対人関係など)に基づいて決定した。児童の

役および活動内容については,表-2に示す

ものである。

③　第三・四次　発表と活動の振り返り

「クリスマス会」では,家族や他学級の児

童の前で劇の発表を行った。劇の発表は,写
写真3　劇づくり

真撮影したり,ビデオで録画して児童が自分の活動を振り返るための資料とした。活動の振り返り

としてほビデオを視聴しながらもう一度劇を再現する,写真ニュースを書く(ビデオや写真を手が

かりにしていたことを話す),絵に描く(ビデオを視聴して描く)といったことを行った。表-3

は児童の振り返った内容である。
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表
-2
　
児
童
の
活
動

児
童
配　
　　
役

表
現
の　
た
め
の
手
だ　
て

児　
　　
　

童　
　　
　

の　
　　
　
活　
　　
　

動

①
」　
　
や　
　
ぎ

○
操
作
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
演
技
が
で
き
る
よ
○
時
計
を
操
作
し
た
り
,
鍵
を
操
作
す
る
順
序
が
分
か
り
,
演
技
の
中
で
操
作
す
る
こ
と
が

う
に
未
完
成
の
時
計
,
ド
ア
に
か
け
る
鍵
を
準
で
き
た
。

偏
し
た
。

〇
日
分
の
動
く
位
置
が
分
か
り
,
隠
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
隠
れ
る
場
所
は
中
を
く
ぐ
る
こ
と
が
で
き
る
暖
○
演
技
を
す
る
時
に
,
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
声
を
出
し
て
か
ら
動
作
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

炉
を
準
備
し
た
。

○
他
の
児
童
の
動
き
が
分
か
り
,
児
⑥
の
動
き
を
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
劇
の
中
の
歌
が
分
か
り
,
歌
に
合
わ
せ
て
部
分
的
に
身
体
表
現
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

②
ち　
い　
や　
ぎ

○
児
童
③
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
配
役
に
し
た
。
○
劇
の
流
れ
が
分
か
り
,
自
分
か
ら
隠
れ
た
り
,
隠
れ
た
場
所
か
ら
出
て
く
る
こ
と
が
で
き

○
日
常
で
使
っ
て
い
る
言
葉
を
台
詞
に
し
た
。

た
。

O
「
ェ
ー
ン
,
エ
ー
ン
,
お
お
か
み
き
た
よ
。
」
「
あ
っ
ち
よ
。
」
と
い
っ
た
台
詞
を
,
自
発

的
に
言
う
こ
と
が
で
き
た
。

○
児
③
と
一
緒
に
舞
台
を
動
く
こ
と
が
で
き
た
。

○
劇
の
中
の
歌
を
覚
え
て
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。

③
お
か
あ
さ
ん
や
ぎ

○
音
楽
の
変
化
で
動
作
の
変
化
が
で
き
る
よ
う
な
○
音
楽
の
変
化
で
自
分
の
動
き
が
分
か
り
,
買
物
に
出
か
け
た
り
,
買
物
か
ら
戻
っ
て
く
る

音
楽
の
選
択
を
し
た
。

こ
と
が
で
き
た
。

○
日
常
で
使
っ
て
い
る
言
葉
を
台
詞
に
し
た
。
O
「
じ
ょ
う
ず
。
」
「
い
な
い
。
」
な
ど
,
劇
の
流
れ
が
分
か
り
,
台
詞
を
言
う
こ
と
が
で
き

た
。

○
他
の
児
童
の
動
き
が
分
か
り
,
動
き
を
見
て
次
の
自
分
の
動
作
や
台
詞
を
言
う
こ
と
が
で

き
た
。

○
劇
の
中
の
歌
や
踊
り
を
覚
え
て
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
で
き
た
。

④
お　
お　
か　
み

○
演
技
の
変
化
(お
か
あ
さ
ん
に
化
け
る
)
を
つ
○
物
語
を
聞
い
て
,
お
お
か
み
が
ど
の
よ
う
な
動
作
を
す
る
の
か
を
即
興
で
表
現
す
る
こ
と

け
る
た
め
の
薬
ぴ
ん
,
足
カ
ノ
ミ
ー
を
準
備
し
た
。
が
で
き
た
。

○
身
体
表
現
を
促
す
音
楽
を
使
用
し
た
。

O
「
く
す
り
,
べ
っ
に
が
っ
。
」
と
い
っ
た
劇
の
流
れ
に
そ
っ
た
台
詞
を
自
分
で
考
え
て
言

う
こ
と
が
で
き
た
。

○
劇
の
中
の
歌
を
覚
え
,
即
興
的
に
身
体
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑤
お　
お　
か　
み

○
動
作
を
促
す
た
め
に
,
卜∵
7
に
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
○
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
を
打
つ
こ
と
で
,
ド
ア
を
疾
っ
く
す
る
こ
と
が
分
か
り
,
自
分
か
ら
動
く

を
取
り
つ
け
た
り
薬
ぴ
ん
を
準
備
し
た
。

こ
と
が
で
き
た
。

○
身
体
表
現
が
で
き
や
す
い
よ
う
,
「
ジ
ェ
ッ
ト
O
「
お
く
す
り
,
ご
く
ご
く
ご
く
。
」
と
い
っ
た
台
詞
を
自
分
が
薬
を
飲
む
動
作
に
合
わ
せ

マ
ン
」
の
音
楽
を
利
用
し
た
。

て
言
う
こ
と
が
で
き
た
。

○
劇
の
中
の
歌
に
合
わ
せ
て
即
興
的
に
身
体
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑥
こ　
　
や　
　
ぎ

○
歌
や
手
拍
子
に
よ
る
表
現
が
で
き
や
す
い
よ
う
,
○
物
を
も
っ
て
来
る
,
お
菓
子
を
配
る
と
い
っ
た
自
分
の
動
き
が
分
か
っ
て
劇
の
中
で
動
く

「
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
は
す
は
ら
し
い
」
を
選
択
し
,
こ
と
が
で
き
た
。

一
人
で
歌
う
場
面
を
設
定
し
た
。

O
「
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
い
っ
た
台
詞
を
言
う
こ
と
が
で
き
た
。

○
動
作
や
言
葉
を
促
す
よ
う
,
み
ん
な
に
配
る
お
○
劇
の
中
の
歌
を
覚
え
て
歌
っ
た
り
,
手
拍
子
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
の
児
童
の
動

菓
子
を
準
備
し
た
。

き
を
見
て
,
同
じ
よ
う
に
踊
ろ
う
と
し
た
。



表-3　活動の振り返り

児童 振　　 り　　 返　　 っ　　 た　　 内　　 容

車

○ ビデオ視聴 による再現では , 踊 りの ところになると手をあげた り, 身体で リズムを と

った。

○写真ニュースでは , 写真を見て自分を指 さ した。

○劇の絵は, 自分の役であるこや ぎと自分の操作 した時計を描いた。

②

○ ビデオ視聴による再現では, 台詞を言った り, 歌を歌 った。劇で使 った音楽を聴いて

小道具を出 して きた り, 「○○ちゃんが持つ よ。」 と言 って他児 の使 った 小道 具を言

った。

○写真 ニュースでは, 写真を見て自分の台詞を言いながら した ことを話 した。

○劇の絵は , 「おおかみ きた よ。」 と場面の話を しなが ら絵を描いた。

③

○ ビデオ視聴に よる再現では , 台詞を言 った り, 歌を歌 った。 自分が出て来 る場面にな

ると 「おかあ さん。」 と自分の した役を言 った。

○写真 ニュースでは, 写真を見て 自分を指 さ した り, 友達の名前を言 って指 さした りし

た。

○劇の絵は , 「○○ ちゃん と」 と友達を指 さ しては , 絵を描いてい った。

す

○ ビデオ視聴 による再現では, 台詞を言 った り, 歌を歌 った り, 動作化 した。次の場面

では誰が どのようにするかを言いながら視聴 した。

○写真ニュースでは, 写真を見て自分の していることを話 した。

○劇の絵は , 「おおかみ」「つ よい」 と話 した り, 動作 化 しなが ら 自分 が演 じる ときに

イメージ していたおおかみの顔を描いた。

⑤

○ ビデオ視聴 による再現では, 自分の歌 う場面を見て, 動作化 した り, 踊 りの場面で--

緒に踊 った。

○写真 ニュースでは, 自分の写 っている写真 , 友達の写 っている写真がわか った。指導

者の問いかけに自分を指 さしながら 「ジェッ トマ ン」 と答えた。

○劇の絵は , 自分が着た劇の衣装の色で画面一面に描いた。

⑥

○ ビデオ視聴に よる再現では, 自分の歌 う場面や踊 る場面では , 一緒に歌 った りメロテ

ィーを 口ずさんだ りした。

○写真 ニュースでは, 自分の写 っている写真がわか った。指導者が 「～ したね。」 と写

真に写 っていることや ビデオを見なが ら話 しかけた。

○劇の絵は, 指導者が側で 「～ したね。」 と話かけた り, 一緒に劇の歌を歌 いなが ら描

いた。

3.考察

「個が生きる授業」であったかということについて次の点から考察していく。

(1)児童一人一人の実態にあった表現活動ができる場があったか
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劇づくりの学習において,それぞれの児童の言葉での表現を十分に生かしていくこと,言葉以外

の表現を劇の中に位置づけていくことが大切であると思われる。物語の学習で引き出された児童④

の「くすり,べっにがい。」や児童⑤の「おくすり,ごくごくごく」など,自分の経験からの台詞

はそのまま生かした。このことは,劇化の学習において,台詞を言いながらの身体表現へとつなが

っていった。児童②は,「隠れる」「泣く」といった言葉と状況を理解し,状況に応じた言葉を台詞

として出すことができた。言語表現のできにくい児童①は,物を操作することによって演技するよ

うにした。物を動きの手がかりとすることによって,マイクに向かって発声したりリズミックな音

楽で身体を動かすなど劇の学習の中に自発的にはいっていくことができた。このことから,劇づく

りの第一段階として日常性を劇の中に取り入れていくことが重要であると考えられる。

さらに言葉だけの表現が不十分である段階では,表現活動に音楽を多く用いた。児童⑥は一人で

歌ったり,他児が歌うのに手拍子をつけたりした。児童②④⑤ほ好きな音楽がかかることを楽しみ

にして劇の活動に取り組むことができた。児童③④⑤は,自分で踊りをつくり表現していくことが

できた。使用する音楽は,児童が好むもの,表現しやすいもの,劇の流れに即したものといった観

点で選択してきた。児童の表現を伸ばすといった観点からみると,この音楽でどのような表現が可

能となるかといったねらいをしぼった選択も必要であると思われる。

(2)いろいろな人とかかわり合いながら表現活動ができる場があったか

劇の配役は,表現のしやすさといった点と,児童相互の対人関係を考慮して決定した。児童①が

児童⑥の演技を援助する,児童②が児童③と一緒に,指導者の援助なしで演技できる,児童④が児

童⑤と一緒に出ることで,積極的に舞台に上がることができる,といったことが見られた。児童の

実態から言葉を介在としたやりとりはほとんど設定せず,物を介在としたやりとりや一緒に活動し

て模倣できる場を設定した。劇づくりの学習の中では「○○ちゃんがしたら自分が～する。」とい

った意識で他児の演技を見ることができるようになってきた。この点からも配役という役割分担の

ある劇をすることによって,自分にかかわる児童への意識を持つことができたものと思われる。

(3)自分のしたことを振り返ったり再現したりできる場があったか

活動の振り返りができるためには,自分の活動や行動をどれだけイメージできるかということに

かかわっている。本題材での振り返りの場では,具体的なイメージを持ちやすいようにビデオ視聴

を繰り返し行った。そこでは,ビデオを見ながら自分の姿を見つけることができる,次の場面を予

測して台詞を言ったり歌ったりできる,使った道具を持ち出して動作化して再現するといったこと

が見られた。ビデオ視聴後に行った写真ニュースを書く,絵を描く活動においても具体的なイメー

ジを持つことができた。これは,児童にとって動いている映像や音楽が自分の活動を振り返るため

の有効な手がかりとなっていたと言える。

図-2　写真ニュース 写真4　劇　の　絵
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